
東南アジアにおける魚毒植物 とその有効成分

河 津

東南アジアにおいても他の熱帯地域におけ

ると同様に古来原住民によって捕魚の目的に

ある種の植物が用いられていたことが知 られ

ている｡1)これ ら魚毒植物の種類は数多 く,そ

の使用された部分も種子,葉,梶,樹皮など多

様であり,その有効成分も saponin,alkaloid,

coumarin,rotenoid,toxalbuminなど多種多

様である｡

カロリン群島やフィリピン群島において,

原住民により用いられていたウオ トリシキブ

の葉の魚毒性物質の化学研究を三井哲夫教授

の御指導のもとに行なっていた著者は,この

植物の探索と東南アジアにおける魚毒植物の

調査のため1965年 (昭和40年) 8月 1カ月間

当センターの活動の一部としてマレーシアに

採集旅行をした｡その旅行の詳細は 『東南ア

ジア研究pB第 3巻第 3号 (161ペ-ジ) に報
告した｡

その後, このウオ トリシキブ葉の魚毒成分

の化学構造をあきらかにすることができたの

で,本稿ではその結果とともに70種におよぶ

東南アジア産魚 毒植物の内,現在までに成分

研究の行なわれた種類について,自然分類の

順にその研究の様子をまとめてみたいと思 う｡

1. Polygonum barbatum Linn (タデ科)

旧世界区熱帯の溝地に広 くみられる草本で,

マレーでは Teboks61udang,Tubas芭luang

(seluang-fish'spoison)とよばれ,P.auicu-

1) I.E.Burkill,ADictionaryoftheEconomic
ProductsoftheMalayPeninsula,Univer-
SityPress,oxford,England,(1935).
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/αrg ともども種子に魚毒性 があると言われ

ていた｡ この種の成分研究は行なわれていな

いが,同属植物 P.Coriarium からは l-epi-

gallocatecholgallate,∫-gallocatecholgalla-

te,∫-epicatechinolgallate が単離 されてお

り2),P.orientaleからは vitexin,arielltin

(Ⅰ),homovitexin(ⅠⅠ),saponaretinなどの

flavonoidglucosideが単離されている.3)
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2. CissamPelosPareiraLinn (ツゾラ

フジ科)

熱帯に広 く分布する蔓性の低木｡マレ-名,

Gasing一gasing,Gegasing｡椴を粉砕 して魚

毒として用いた｡その有毒成分はアルカロイ

ドであってアマゾンの矢毒 curare,tubocu-

rare(原捕物,Chondrodendrontomentosum

Ruiz.etPavon)の成分 と同 じものも含まれ

ている｡4) すなわち bebeerine (/-curine)

2) E_I.Milogradova,C.A.55,21263e(1961),
DokladyAkad.NaukS.S.S.R.,138,955
(1961).
3) W.H.Evans,A.McGookin,L Jurd,A.
RobertsonandW.R.N.Williamson, ∫.
Chem.Soc.,1957,3510.
4) R.M.SrivastavaandM･P･Khare,Ber.,
97,2732(1964).
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/1両章:東南アジアにおける裾封直物

(Ill),dl-curine,hayatinine5',isochondro-

dendrine,sepeerine,cissampareine(IV)6',

4′し0-methylcurine(Ⅴ)7)などの ビスコクラ

ウ リン型 塩基である｡
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3.StePha,fu'a hernandiifolia (Willd.)

Walp(ツゾラフジ科)

蔓性の木本で旧世界区熱帯 に万石す る ｡ 根

は有毒成分を含み,魚毒として使芹ほ れてい
た｡その有毒成分は AnamirtaPaniculata

果実の毒成分 picrotoxin によるもの といか
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5) S.Bhattacharji,A.C.Roy,andM.L
Dhar,I.Sci.Iud.Research,21B,428(1962)
6) S.M.Kupchan,A.C.PatelandE.Fujita,
J.Pharm.Sci.,54,580(1965).
7) LJ.Haynes,EJ.HerbertandJ.良.Plim-
mer,I.Chem.Soc.(C),1966,615.

れていたが,アル カロイ ド,isotrilobine(ⅤⅠ)8),

dl-tetrandrine,fangchinoline(VII),d-teト

randrine(VIII)｣sochondrodendrineが里離

されている C9)

4.Anamirtai)aniculataColeb (ツゾ ラ

フジ科)

束ベ ンガル仙フ矩)定性油木.果実がf晶_=成
分を合み,魚毒として も用い られてい た O こ

しリ有毒 成分は1812年にとト‖IF.され picrotoxin
と呼ばれていたが 10),このものは Picrotoxin-

in(IX)ll)と picrotin の分 11ヒ合物であ る｡
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5,PittosPorumferrugineum Ait(トベ
ラ科)

マ レー半.｢吊二普通の低木｡マ レー名,Akar

belalangpuak,Akarpula'LPuak｡集と果夫

が魚毒 として使用 され, そ0)f]一毒成 分は sa-

ponin と言われているが, こOj柿に/)いてC/)

化学研究 はみ られないO同属C/jP.undulan-

tum や P.Phillyraeoidesからは 7β-hyd-

roxy-A1-barrigenol(X)を sapogenin とす

る saponinが甲離され 12)また P.tobiraから

8) M.TomitaandS.Ueda,I.Pharm.Soc.
JaPan,79,977(1959).
9) S.M.Kupchan,W.L.Asbun and B.S.

Thyagarajan,I.Pharm.Sci.,50,819
(1961).

10) P.F.G.Boullary,B.Pharm.,4,367(18
12);L.BarthandM･Kretshy,Monatsh.,
5,65(1884).

ll) H.Conroy,I.Amer.Chem.Soc.,79,5550
(1957).

]2) J.0.KnightandD.E･White,Tetrahe-
dronLetters,1961,100.;J.ⅥT.Cornforth
andJ.C.Earl,I.Proc.roy.Soc.N.S.W.,
72,249(1938).
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antibioticsaponinが単離されている｡13)

(x)

6.AlbizziaProceraBenth(マメ科)

フィリピン産｡良質家具材を産する喬木で,

樹皮が魚毒として使用される.同様にA.acle

や A.saPonariaの樹皮も使用されていた｡

この有毒物質 は saponin と考えられていた

が, 実際に毒性 を有 する saponinが 単離

された｡ その糖部分は arabinose,Xylose,

rhamnose,glucoseでアグ リコンとして tri-

terpeneacidがえられている｡14) 種子のsa-

ponin からは sapogenin として proCeric

acidがえられている｡15)

7. DerriselZiPticaBenthおよび Derris

malaccensisPrain(マメ科)

マレーシア,インドネシアなど東南アジア

一帯に野生する蔓性木本で,マレー名,Akar

tuba(fish-poisonroot),Tubabenar(true

fish-poisonplant)の示す通 り, その根が魚

毒として用いられていたことは古 くから有名

であり,殺虫性も強い｡有効成分は rotenone

(ⅩⅠ)が約10%含まれているほかに deguelin

(ⅩⅠⅠ),toxicarol(ⅩⅠⅠⅠ),elliptone(ⅩⅠⅤ),te-

phrosinなどがしられている｡16)

13) D.P.Snegirev,C.A.,55,5652C(1961),
TrudyGosudarstNikitsk.Botan.Soda,
30,36(1959).

14) A.Lipton,I.Pharm.Pharmaco7.,15,816
(1963).

15) I.P.VarshneyandS.Y.Khan,J･Pharm･
Sci.,53,1532(1964).

16) F.B.LaForge,H.L.HallerandL･E･
Smith,Chem.Rev.,12.182(1933);H.L
Haller,LD.GoodhueandH.A.Jones,

Chem.Reu.,30,33(1942).
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第5巻 第1号

()CII
(XH) R-Il

(XHT) R-OII

OCHl.

(ⅩⅣ)

8. MilletiasericeaBenth(マメ科)

蔓性の高木でマレー半島に普通oマレ-名,

Akarmambu,Mambujantan｡根が魚毒と

して用いられていた｡M.auriculataの根が

インドで,M.ichthyochtonaの種子が トン

キンで使用されていた｡ 台湾産 ドクフジ M.

taiwaniana (魚藤) の根が rotenone を成

分としている17)ので, この属の 有毒成分 は

rotenoid と考えられる｡

9. Pachyrrhizuserosus Urban(Yam-

bean)(マメ科)

熱帯アメリカ原産,蔓性算木で,スペイン

人によってフィリピンに持ってこられた｡マ

レー名,Sengkuwang,Bさngkuwang｡魚毒と

して使用されたのは葉と種子である｡種子か

らその有効成分として, rotenOne,paChyr-

rhizone(ⅩⅤ),pachyrrhizin(XVⅠ),erosnin

(ⅩⅤⅠⅠ)を単離 している｡18･19)

10.JatroPhacurcasLinn (トウダイグ
サ科)

熱帯アメリカ原産.マレーシアには少なく

17) K.Nagai,I.TokyoChem.Soc･,23,744
(1902);T.Kariyone,K.AtsumiandM.
Shimada,I.Pharm.Soc.Japan,1923,739.

18) Th.M.Meijer,Rec.Tray.chim･Pays一
月αぶ,65,835(1946);H.BickelandH.
Schmid,Helv.Chim.Acta,36,664(1953).

19) L.B.NortonandR.Hansberry,J･Amer･
Chem.Soc.,67,1609(1945).
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とも, 2品 種ある. マ レー:;Yl,Jarak,Jarak

bさ1andao 樹液が魚毒として用い られていた
ことはフ ィリピン乱 鳥で tuba という告で呼

ばれていることか ら推察で きるO種十申uj石
JLlj-;成分 として curCinとよ･:jIれ るtoxalbumin

がとり出されている｡20)毒 性は Ricinusか ら

ujricin,Crotontllglium か らC/)crotin よ

りも弱い｡

ll.CaloPhyllum inoPhyllum Linn (オ

トギ リソウ科)

両岸 にみ られ る大木｡ マ レ- 名, Penaga

laut,Penagaayero種子,樹皮,葉が魚壷で

ある｡ 仁美から, calophyllolide(XVIII),

inophyllolide(XIX),calophyllicacid(XX)

uJcoumarin類が触雄され 2L' 浴 Fi'両′刷｣のあ

ることが報告されて い る｡22)
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20) M.Mourgue,I.Delphaut,R.Baretand
R.Kassab,Bull.Soc.Chim.Biol.,43,517
(1961).

21) J.Polons桓-,Bull.Soc.Chim.France,
1957,1079.

22) R.B.Arora,C.N.MathurandS.D.S.

Seth,Arch.Intern.Pharmacod)･n,139,
75(1962).

12. Barringtonia acutangula Gaertn

(サガリバナ科)

ill/U'=辺の砂岸 に牛える申 くらい0)高 さ(ン)木｡

挿 予と押 出二魚､,封′柏 ミあるといわれているO

里美レ)saponin23)か ら barringtogenoIB,C

(XXI)24) D (XXII)なる sapogenolと acid

sapogenin,barringtonicacid25) が里離され

て い る ｢

1/＼＼

十線 嵩

日 へ∴-(川

や 王 ノL-1川

‖o Lh,;.fLl+''J oc}IIト()" ‖()凍 上 圧 l

(XXl) (ⅩⅩⅠⅠ)

13.Aegicerascorniculatum Blanc｡

(-A.majusGaertn)(ヤブコウジ科)

普通は腰 くらいU-)高さuj証本で木枠しっ氾 地

に/7:.え, LIF合を好 まな い ｡魚 毒として使用 さ

れ るのは樹皮であって,saponinがそCL)二本休

といわれている｡ 種 了も有毒である. 樹皮山
saponinか らgeninA(XXHⅠ),isorhalnnetin,

aegiceradienol,aegicerin (XXIV),aegice-

radiol,28-noroleana-12,171dien-3β-01が

sapogenin としてえ られている026～2m

14. DiosPyroswalll'chiiKingetGamble

と DiosPyroslttcidaWall (カキ ノ

キ畑)

23) A.K.Barua,P.C,MaitiandS.K.Chak-
raborti,I.Pharm.Sci"50,937(1961).

24) A.K.BaruaandP.Chakrabarti,Tetra-
hedron,21,381(1965).

25) IJ.R.Row and C.S･PISastry,Ind･J.
Chem.,2,463(1964).

26) K.V.RaoandP.K,Bose,I.Iud.Chem.
Soc.,36,358(1959);K.V.RaoandP.K.
Bose,C.A.,53,20124f(1959),Sci.&Cul-
t-ure,24,486(1959).

27) K･VIRaoandP･K･Bose,I.Org.Chem.,
27,1470(1962).

28) 玩.V.Raoand P.K.Bose,Tetrahedron,
18,461(1962).

29) K.V.Rao,Tetrahedron,20,973(1964).
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(XXⅠⅠⅠ) (ⅩⅩⅠⅤ)

西印度諸島原産種で ebony-wood として

重要であるが,マレ-塞,Pokokikanmati,

Tubabuahが示すごとく, 果実に魚毒性が

ある｡この種についての化学研究はなされて

いないが,D.mollisの果実の抽出物は hook

worm,tapeworm にたいして有効で,その

有効成分として diospyrol(ⅩⅩⅤ),3-methyト

naphthalene-1,8-diol(XXVⅠ),plumbagin

が単離されている｡30) plumbagin は DioI

sPyros属の植物に広 く含まれる｡

[敬i張H!
(ⅩⅩⅤ) (ⅩⅩⅤⅠ)

15.CallicarPa candicans (Burm.f.)

Hochr(-C.canaLinn) (ウオトリ

シキブ) (クマツゾラ科)

カロリン群島から東南アジア一帯に分布す

る溌木で Tampangbesiというマレー名が

示すように膏薬,湿布剤として重要な用途を

もっていた｡フィリピン群島やカロリン群島

ではその葉は魚毒として用いられていた｡19

40年頃より三井哲夫教授がこの魚毒成分の化

学研究を始め,融点11loC,〔α〕P-1880の淡
黄色柱状結晶 として 単離 し (乾葉の 1%),

callicarponeと名付けた｡ この化合物は C2D

H2804 の diterpeneで (XXVII)の構造をも

ち31',ひめだか,どじょうを用いた毒性試験

30) S.MongkolsukandC.Starwovivat,∫.
Chem.Soc.,1965,1533.

31) K.KawazuandT.Mitsui,Tetrahedron
Letters,1966,3519･,K.Kawazu,M.Inaba
andT.Mitsui,Agr.Biol.Chem.,31,498
(1967).
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では,24時間後の半数致死濃度が 0.04p.p.m.

であって rotenone と同程度 の毒性を示 し

た｡32)同属植物 C.arborea,C.longifolia,

C.Maingayiには callicarponeは含有され

ず,これらの種類は C.Maingayiを除いて

魚毒性を有 しないことがわかった｡33)

威rJL← "
(ⅩⅩⅤⅠⅠ)

16. StemonaburkilliiPrain (ビャクブ
科)

東南アジアからオーストラリアにかけて分

布する塊状根をもつ草本で,その塊状根は殺

虫剤としても用いられる.同属植物 S.tube-

rosaの根から tuberostemonineが単離され

ている｡34)

以上16属の植物について成分の研究状況を

まとめてみた｡Derris,Pachyrrhizus,Ana-

mirta,Callicarpaのように有効成分のあきら

かになったものもあるが,魚毒として使用さ

れていた植物ではあっても,その抽出物の魚

毒性の試験が行なわれていないものもあり,

同属の植物の成分は研究されていても魚毒植

物自身については未研究のものもある｡

なお上に述べた種類以外に,全然化学研究

がなされていない魚毒植物はまだ数多 くある｡

これらの植物の有効成分を研究することは,

新しい生理作用,薬理作用をもった化合物を

みつけることを期待できるので今後も続けら

れねばならないと思 う｡

32) K.Kawazu,M.InabaandT.Mitsui,
Agr.Biol.Chem.,31,494(1967).

33) K.Kawazu,H.OhlligashiandT.Mitsui,
未発表｡

34) H.Kondo,K.Suzukiand M.Satomi,
J.Pharm.Soc.JaI･an,59,177(1939);M
Gtitz,T.B6griandA.H.Gray,Tetrahe-
dronLetters,1961,707.
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